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展示シリーズ7 草の化石ではありませんーコマチアイト一 山下浩之(学芸員)
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図2コマチアイ卜.コマチアイトの根1

式地である、南アフリカ共和国、 パ-

}¥一トン緑色岩手i干のlくomatiFonnation 

産の1票本 現在、 当館地球展示室に展
示しである横浜国立大学の有馬 員

教授より借用.

図3 コマチアイトの表面のス ピニ

フエックス・テクスチャ

コマチアイト (komatiite)は、表面

に樹枝状あるいは “草"のような模様

が見られる奇妙な岩石です(図 l

2 )。この模様は、 一見したとごろ、植

物の化石のようです。この模様がコマ

チアイトの特徴なのです。

岩石の表面に見られる模様は、スピ

ニフ エッ クス・テクスチャーと呼ばれ

ています。表面だけではなく、岩石の

内部にもスピニフエ ック ス・テクス

チャーは見られます。この模様は、 高

温のマグマが急激に冷える時に、結晶

が細長くのびて成長したためにでき

たと考えられています。結晶の正体

は、カンラン石という富士山の玄武岩

などにも含まれているようなポピュ

ラーな鉱物です。ただし、変質によっ

て、蛇紋石という別の鉱物にかわって

います。スピニフ エッ クス・テクス

チャーの名前は、ス ピニフエ ックスと

いう植物の葉の形に似ていることか

らつけられました。表面が風化したコ

マチイア卜には、この模様が顕著に表

れます。では、コマチアイ卜とはいっ

たいどんな岩石なのでしょ うか。

コマチアイトは、始生代 (40-25倍、

年前)から原生代 (25-5.64億年前)

の緑色岩帯に産出する火山岩です。現

在の火山では見られません。世界各地

の緑色岩帯に産出しますが、南アフリ

カのパーパートン山地、西オーストラ

リアのイルガン・ブロ ソ夕、カナダの

アビチビ緑色岩帯のものが有名です。

このうち、南アフリカのものは特に有

名で、パーパー トン緑色岩帯のコマチ

層 (KomatiFonnation)がコマチイア

イトの名前の由来となっています。

コマチアイトは、化学組成(重量%)

で、酸化マグネシウム (MgO)が18%

以上、 二酸化チタン (Ti02)が1%以下、

Na20とK20の合言十が1%以下、 二酸化

ケイ素 (Si02)が53%以下の岩石です。

酸化マグネシウム (MgO)が多く 含ま

れている玄武岩と比べると、玄武岩

は、 二酸化ケイ素 (Si02)の含有量が

52%以下なのでコマチアイトと似てい

ます。しかし、玄武岩の酸化マグネシ

ウム (MgO)の含有量は、コマチアイ

トと比較してはるかに低く、伊豆大島

の玄武岩では約4.7%、富士山では約

5.2%しか含まれていません。コマチア

イトは大量の酸化マグネシウム

(MgO) を含んでいるのです。

コマチアイ卜はいったいどのように

できたのでしょうか。マントルを構成

すると考えられているカンラン岩を、

高温高圧の条件で溶かす実験によっ

て、コマチアイ卜と似た化学組成の特

徴を持つマグマが作られています。そ

オ1によると、コマチアイトのマグマを

作るには、 16500C以上の高温の条件が

必要です。現在見られる火山岩のうち、

もっとも高温でできるものは玄武岩で

す。しかし、玄武岩のマグマは、 12000C

くらいでできることがわかっていま

す。玄武岩と比べて、コマチアイトは非

常に高温の条件でできたことになりま

す。コマチアイトの研究から、始生代か

ら原生代にかけてのマントルは非常に

高祖だったと考えられています。

当館では、 2001年3月より、コマチア

イトを地球展示室にて展示しています。

展示しているコマチアイ トは、南アフリ

カ共和国のパーパートン緑色岩帯の

Komati Fonnationのもので、模式地の標

本です。年代は、約35億年前のものです。

この機会に是非こ。覧になってください。

図4コマチアイトの偏光顕微鏡写真(左:オープンニコル、.*.・クロスニコル、右樹枝状結晶のカンラン石(蛇紋石)のスケッチ).スケールは、横が約3mm.
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